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私を取り巻くダイバーシティ
我々、心臓外科領域は、このダイパーシティ・マネージメントからもっとも遅れた分野の一つ
です。私の知る限りでも、日本における女性の心臓外科としてのチーフサージャンは 1 人しか知
りません。当然のことでもあるのですが、我々の分野は、手術がうまいことが、要求され、少し
言い過ぎかもしれませんが、手術がうまいということが、唯一の価値観になっており、ダイパー
シティの概念からはかなりかけ離れています。私個人的には、手術がスーパーにうまくなくても
(スーパーサージャンでなくても)、学生や研修医の教育、術前術後の管理、心臓外科領域での研
究など、手術以外でも、高い能力が必要とされますので、各分野でのダイパーシティ的概念は必
要かなと思います。我々の医局には、現在、立石先生も含めて、 7 人の女性心臓外科医が所属し
ていますが、彼女らが、心臓外科医として成功することが、日本における心臓外科領域での新た
なモデルになると考えており、協力を推し進めていきたいと考えています。医師の分野では、我々
の世代は、同期の女性医師が男性医師に比べて 1 割ほどしかいませんでしたので、女性の上司に
指導を仰ぐ経験も少なく、女性医師の指導者を受け入れられない医師も、特に外科医は、多いと
思われます。最近は、医師の 4 割近くが女性ですので、若い医師たちは、普段から、女性医師の
指導を受けることも多く、ダイパーシティ的概念の受け入れる環境は整いつつあるかなと考えて
います。
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